



“Literature” and “Literary Criticism/Study” (2) 






This paper aims to clarify the role of literary criticism/study in the formation of Japanese literature in early Meiji era.  
First, we will examine the change of literature’s meaning in Japanese until then.  Next, we will assess the introduction of 



































































































































































































































































































































































は、幕末においてすでに、シェイクスピアのみならずシラ  ー(Friedrich von Schiller、1759-1805)やリッ
62 鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ，Ｎｏ．１８，２０１１
トン(E. Bulwer Lytton、1803-73)、シェリダン(R. B. Sheridan、1751-1816)などを読破していたのである
[同:419]。 
そして柳田は、桜痴は《独自の眼識と実地観劇の経験で、早くも西洋戯曲を批評的に解釈し、詩詞ではシ
ェークスピアが古今第一、シルレルがこれにつぐが、実地上演の効果ではシェリダンに及ばない。シェリダ
ンこそ今日第一の作家であると考えるに至った》とする[同]。明治初期において、西洋のフィクションに最
も精通していた――原典で読み、原語で観劇していた――日本人のひとりが桜痴だったのであり、「文学批評
家・研究者」のさきがけたる桜痴が、最も早く今日的“literature”概念を移入したことは当然の帰結だっ
たのである。 
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